
コード 24032

講時 単位数 4

履修に当たっ
ての注意・助言
/準備学習

参考文献を読んでおくこと。

講義計画

（前期）
　　　　第１回　イントロダクション
　　　　第２回　東大寺の創建と説話１
　　　　第３回　東大寺の創建と説話２
　　　　第４回　平安期の東大寺と説話１
　　　　第５回　平安期の東大寺と説話２
　　　　第６回　南都炎上と重源による復興１
　　　　第７回　南都炎上と重源による復興２
　　　　第８回　中世の東大寺と説話１
　　　　第９回　中世の東大寺と説話２
　　　　第10回　近世の東大寺と説話
　　　　第11回　東大寺二月堂のお水とりと説話１
　　　　第12回　東大寺二月堂のお水とりと説話２
　　　　第13回　東大寺二月堂のお水とりと説話３
　　　　第14回　東大寺二月堂のお水とりと説話４　
　　　　第15回　まとめ　
（後期）
　　　　第16回　中世説話文学史概観
　　　　第17回　『宇治拾遺物語』１  修行者、百鬼夜行に出会う
　　　　第18回　『宇治拾遺物語』２  空入水した上人
　　　　第19回　『宇治拾遺物語』３  人をだます狐
　　　　第20回　『宇治拾遺物語』４  宝志和尚の姿
　　　　第21回　『宇治拾遺物語』５  ばくちうちの子の婿入り
　　　　第22回　『宇治拾遺物語』６  夢を買う
　　　　第23回　『十訓抄』１  成方の笛
　　　　第24回　『十訓抄』２  小野小町の落魄
　　　　第25回　『十訓抄』３  性空上人と室の遊女
　　　　第26回　『沙石集』１ 魔道に堕ちた僧
　　　　第27回　『沙石集』２ 愛執のために蛇に生まれ変わった女
　　　　第28回　『沙石集』３ 天狗、真言を教える
　　　　第29回　中世説話文学の意義
　　　　第30回　まとめ

テキスト プリントを配布します。

参考書 授業のなかで適宜紹介します。

目的と概要
中世はさまざまな説話がさまざまなかたちでうまれ、伝承された時代です。この授業では、前期は東大寺という
場に焦点をあて、場と説話との関わりから説話を精読します。また後期は、『宇治拾遺物語』『十訓抄』『沙石集』
を対象として、説話集と説話という視点から理解を深めます。

成績評価法 平常点（４０％）・試験（６０％）

開期 通年 火曜日4限

授業テーマ 中世の説話を精読する

科目名 国文学特殊研究Ⅳ

担当教員 横田　隆志

配当 国修1･文修1･国博1

2011年度




